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いさか
･/i/と/e/エボ(疵)、エテ(痛い)、エサカイ（諄い)、オジャメ（おじやみくお手玉>)、エチヤツク
（いちゃつく）、エマ(今)、エッペ（いっぱい)、エランコト（いらんことく余計なこと＞）
エシャ（医者）
･/u/と/o/オンコ（うんこ＝大便)、スル（剃る)、ゴザブシ（莫産帽子）
･/i/と/u/ニカ(糠)、セブル（せびる）
(2)連母音
形容詞の語末の連母音-アイ[-ai](｢赤い」など）が融合・長音化して-エー [-e:]となり、エテ
ー(痛い)、ダラシネー（だらしない)、ウマネー・ウモネー（うまくない＝まずい)、ヘシネー（待ち
遠しい)、ジャマクセー（じゃま臭い)、エッペー（いっぱい)、タケー（高い）などのように発音さ
れることが多い。同様の現象は、語的に名詞デーコ（大根)、ハヤジメー（早仕舞い）などにも見ら
れる。
他にも、やはり形容詞語末の-オイ[oi]が融合・長音化してクデー（〈どいく塩味が濃い>)、ヒ
デー（ひどい）となることもあり、同じ形容詞語末で-ウイ[-ui]が融合・長音化してワリー（悪
い）のようになる例も見られる。
2.1.3子音
共通語の子音と比較しつつ特徴的な子音について触れておく。
力行音については共通語とほぼ同じであるが､歴史的仮名遣いの「くわ」「ぐゎ｣に当たる音が[kwa]
[gwa]で発音されることがある。クヮジ(火事)のような例がそれに当たるが、昨年度の大杉町方言
に比べるとごくわずかな語にしか確認できなかった。この現象についても尾小屋町方言では共通語化
が進んでいると言えよう。
ガ行音は語頭で［9]、語中・語尾で［0］となる。
夕行では、共通語と同じ/cu//to//ta//te//ci/のほか/co/[tso]がゴッツォー （御馳走)、ゴッツ
ォサマナー（ごちそうさまだねえ）に聞かれた。
サ行･ザ行音については､/si//zi/は､それぞれ共通語と同様に[ﾉi][d3i]となるが､語的にヒチ(七)、
ヒツコイ（しつこい）のようなシ＞この変化が見られる。一方､/se//ze/では個人差はあるものの古音
シェ[Ie]、ジェ[d3e]カゴ、シェンダク（洗濯)、シェンベー （煎餅)、シェッケン（石鹸)、シェド（背
戸く家の背後の部分など家の周囲の部分＞)、シヤワシェ(幸せ)、シェンシェー(先生)、コワジェ(足
袋のこはぜ)、ヒラゴジェン（平御膳)、ジェッコー(絶交)、マジェテシモタ（混ぜてしまった)、ジェ
ンマイ（＜植物＞ぜんまい）などで聞かれる。ただ、尾小屋町が他地からの人の入り込みが多かった
ためか、昨年度報告した大杉町や郷谷川流域の他集落に比べるとセ・ゼヘの変化（共通語化）力欝進ん
でいるように思われた。さらに、サ行音に関しては、昨年度大杉町方言でコソアドのソ系の語などで
ホヤケド（そうだけれど)、ホシテ･ホイテ（そして）のように/s/が/h/に変化する現象（北陸方言に
広く見られる）を確認したが、尾小屋町方言では/s/のままであることが多く、この点でも共通語化ｶぎ
進んでいると見られる。その他、ザ行関係では、語中・語尾でジやズが無声化してシやツに発音され
る例ｶ欝、オンナシ（同じ)、ムツカシー（難しい）などで確認できる。これらも当該方言に限らず北陸
方言に一般的な現象である。
ハ行音は共通語と同じように/ho//ha//he/力ぎ[h]､/hu/が［①]､/hi/力ざ[P]で実現する。
その他、ナ行音・バ行・マ行・ラ行音については共通語とほぼ同じであるが、バ行音とマ行音はボ
チ（餅)、セバイ（狭い)、オボタイ（重たい）のように語的に交替する例が見られる。
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勘音の拍も共通語とほぼ同じであるが､/cje/[tle]の拍については、今回の資料からはチンチェー
－
(小さい）でのみ確認できた。
2.1.4その他
（1）促音化
金沢方言をはじめとする加賀地方の多くの方言では、語中で無声子音や[r]に狭母音([i][u])
が続く拍が母音の脱落・弱化をともなって促音化する現象が語的に盛んに見られる。当該方言も例外
ではなく以下の様な例が確認できた。
タタッコム[tatakkomm]…[tatakikomm](叩き込む)の[k]の後の狭母音[i]が脱落し促
音化したもの。
ワスレッコトナラン…ワスレルコトナラン（忘れてはいけない）のルが促音化したもの。
クッリャラ…クルヤラ（来るやら）のルの母音が脱落し促音化すると同時に、[r]とヤラの[ja]
が連続して['ja]となったもの。
アッタケ…アルタケ（あるだけ）のルが促音化したもの。
シッサケ…シルサケ（するから）のルが促音化したもの。
以上の他にもオットメ（お勤めく僧の勤行＞）などの促音化の例も見られ、また、フッキン(布巾)、
スッキャ（好きだ)、ウレッシャ（嬉しい)、シッチャ（質屋)、シダッシャ（仕出屋)、オロッシャ（卸
し屋)、クスッリャ（薬屋）などのように、語的に促音が添加される例も見られる
(2)溌音化
語中･語尾に鼻音の[n][m][n]を含んだ拍力ざ母音を落として溌音化する現象が、ハランゾー(腹
の臓く内臓＞)、ハクモン（履き物)、カンサマ（神様)、アンモン（編み物)、ノンミャ（飲み屋)、ハ
イツケン（早点け木くマッチ＞)、スンノキ（杉の木）などに見られる。
まま
また、これら以外にも語的に、ヨンミャ（宵宮)、ハンノメ（針の目＝針の穴)、ヒンママ（昼飯)、
ヒンネマ（昼寝間)、コンモリ（こうもり傘)、ツンダッテ（連れ立って）のような撰音化や、カンジャ
（鍛冶屋）のような撰音の添加も見られる。
(3)長音化
当該方言では2拍名詞の一部の語で1拍目の母音が長呼され、トーリ（烏）のように頭高のアクセ
ントで発音されることがある。この現象については、岩井隆盛（1961）などで、南加賀地方に広く行
われ2拍名詞の第II．III類に起こるとされているものであるが、今回の調査地域では大日川上流域の
丸山町方言にこの現象が顕著に見られ、林金策氏(大正8年生まれ）によれば、アクセント調査語彙の
2拍名詞のうちで1拍目の母音が長呼されるのは、I類の「烏、水、腰｣、II類の「橋、夏、肘｣、III類
の「箸、足、靴、犬｣、IV類の「夜、松｣、V類の「汗、春、窓、秋、猿」であり、I類の「鼻、柿、
風邪、酒、鈴｣、II類の｢川、紙、歌、旗、胸｣、Ⅲ類の｢鍵、花、波、熊、池｣、IV類の｢肩、糸、海、
空、稲｣、V類の「雨」は長呼されないとのことであった。この結果からは、岩井氏の言うようなII･
III類に限った現象ではないが、一部の例外(V類の「汗、窓｣）を除いて語末の拍が狭母音を含む単語
であり、アクセントが頭高（●○）のものに多いことがわかる。ただし、アクセントが頭高で語末の
拍ｶざ狭母音のものでも長呼されない「鈴、紙、波」などの例外もあり、今後の精査が必要である。
2.2アクセント
現時点では、重点調査地点であった尾小屋町方言を含め、特定集落のアクセント体系を詳細に記述
するだけの調査を完了していない。したがって、本稿では加藤和夫(1997)におけるアクセントの報告
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同様、言語地理学的調査においてく読み上げ式調査＞を行なったアクセント調査語彙(2拍名詞38語、
3拍名詞11語、2拍動詞28語、3拍動詞14語、2拍形容詞1語、3拍形容詞7語、4拍形容詞3語）
の範囲で、尾小屋町方言高年層のアクセント（話者：岡崎久雄氏昭和6年生まれ）を報告するにと
どめる。また、加藤和夫(1997)では、昨年度言語地理学的調査を実施した大杉谷川流域8地点のうち、
大杉中町方言のアクセントの概略のみを報告したが、本稿では、その後録音テープの聞き取りにより
整理のできた6地点（大杉本町、赤瀬、上り江、瀬領、波佐谷、長谷）の2拍名詞のアクセントと語
類(I類～V類）の関係を表と分布図の形で示し、簡単に解説を加えた。
以下、本稿で用いるアクセント記号は、●力叡語の中の高く発音される拍、○が語の中の低く発音さ
れる拍、▲が名詞に助詞が付いた時高く発音される助詞、△が低く発音される助詞を表わす。なお、
①は拍内下降（1つの拍の中で音の高きが高から低に移動する）を表わす。また，各語の後ろの（）
内などにあるローマ数字は、歴史的に類別されたアクセントの語類を示す。さらに、ローマ数字で示
した語類の右にあるWとNは、Wが語末の母音が広母音(a．e･o)、Nが狭母音(i・m)であるこ
とを表わしている。
2.2.1名詞のアクセント
(1)2拍名詞
今回調査した2拍名詞38語のアクセントを、名詞単独の場合と助詞が付いた場合に分けて、その
アクセント型と所属語を示す。
○●，○●▲川(11W)、糸・稲・肩・空（以上IVW)、海・箸・松・夜（以上IVN)、汗・雨・窓
（以上VW)、秋・春（以上VN)
○●，○●△風・酒・鼻（以上IW)、歌・旗・胸（以上IIW)、池・熊・花（以上IIIW)
○●，●○△柿．腰．鈴・烏・水（以上IN)、紙・夏・橋・肘（以上IIN)、足・犬・鍵・靴・波
（以上IIIN)、猿(VN)
これらの結果から、尾小屋町方言の2拍名詞のアクセントは、類と語末母音の広狭との関係から次の
表2のように整理することができそうである。
表2尾小屋町
つまり、尾小屋町方言のアクセントは、2拍名詞の5つの類が、全て各類ごとにまとまって同じア
クセント型を示すタイプのものではない。IV・V類の語はまとまって○●，○●▲の平板型（例外と
してV類の「猿｣）を示すが、1．II．III類の語のアクセントは語末の母音の広狭で2つのタイプに、
すなわち広母音の語が中高の○●，○●△（例外としてII類の「ﾉll」カゴ○●，○●▲)、狭母音の語が
頭高の●○，●○△に分かれるのである。
この結果は、後に示す昨年度の調査地点の2拍名詞のアクセントうち、大杉谷川中･下流域の赤瀬、
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1W???
○●，○●△
1N???
●○，●○△
??
○●，○●▲
上り江、瀬領、長谷の姿（表5～7．表9）にほぼ同じであり、2拍名詞のアクセントに限って言え
ば、大杉谷川の中・下流域から郷谷川流域にかけては、表2のようなアクセントタイプの分布してい
ることが予想される。今後、尾小屋町方言以外のアクセントの整理を進める中で明らかにしてみたい
と考える。なお、一部の例外は見られるものの、今回の結果からは、それらの例外が金沢方言などに
見られるような語末拍の子音の有声・無声（母音の広狭のみならず）の影響を受けているとは考えに
くい。
なお、頭高のアクセントになる1．11．III類で語末が狭母音の語のうち、「腰」「夏」「靴」では、名
詞単独の発音の際に1拍目の母音ｶぎやや長呼されるコーシ、ナーツ、クーツといった発音が聞かれた。
先に「2.1音韻」の項の「長音化」で触れたのと同じ現象である。
(2)3拍名詞
3拍名詞も2拍名詞と同様、単独の場合と助詞付きの場合に分けて調査をしたｶぎ、結果からそのア
クセント型と所属語（語類）を示す。今回調査した12語については4つのアクセント型の存在が確認
できた。
○●●，○●●▲着物(I)、兎・男・背中（以上VI)、毎
○●●，○●●△桜(II)、娘
○●○，○●○△鏡（以上1V)、朝日・命（以上V)
●○○，●○○△女(1V)
2.2.2動詞のアクセント
(1)2拍動詞
尾小屋町方言の2拍動詞アクセントは､一部の動詞について言い切りの形と過去形のアクセントを、
その他については言い切り形のみを調査した。語数は全部で30語であった。
まず、前者の調査結果を示す。
●○，●○（●○○）咲く・咲いた、煮る・煮た、寝る・寝た、飛ぶ･飛んだ（以上I)、出る・
出た（以上II)
○●，○●（○●●）書く・書いた、来る・来た、飲む．飲んだ、降る・降った、蒔く･･蒔い
た（以上II)
この結果から、2拍動詞については、I類(II類の「出る・出た」は例外）の動詞が言い切り形・
過去形とも第1拍目が高くなる頭高型のアクセントに、II類の動詞が言い切り形で2拍目、過去形で
2拍目以降が高くなる平板型のアクセントになるらしいことがわかる。ただ、後者の語についてはや
や例外も見られ、言い切り形を調査した語のうち、II類の「吹〈」「有る」は○●のように2拍目カゴ高
お な
くなるカゴ、●○のように1拍目が高くなるものには「居る」「履く」「散る」やI類の「生る」「鳴る」
「鳴く」の他、II類の「振る」「着る」もあった。
(2)3拍動詞
3拍動詞は全て言いきりの形で調査をしている。結果からは、今回調査した全ての3拍動詞(14語）
が中高型（○●○）のアクセントを示した。
○●○開ける、歌う、枯れる、切れる、食べる、鳴らす、伸びる、昇る、走る、吠える、曲が
る、見える、渡る、割れる
このうち「歌う」はウトー とも発音される。後掲の表10、および動詞の活用に関する解説を参照さ
れたい。
9
2.2.3形容詞のアクセント
(1)2拍形容詞
今回の調査語の中では2拍形容詞はナイ(無い)のみであった。そのアクセントは○●であった。な
お、ナイは読み上げ調査中、ネーと発音されることもあったが、アクセントは変わらず○●であった。
(2)3拍形容詞
まず調査結果を示す。
○●○厚い。痛い．丸い（以上I)、青い．熱い．高い．長い（以上II)
つまり、尾小屋町方言の3拍形容詞は、調査した7語の全てが中高型（○●○）のアクセントを示
すことがわかった。ただし、「高い(II)」については頭高（●○○）と中高の2つのタイプが聞かれ、
ゆれが見られた。「痛い」はイテーとの発音も聞かれた。
(3)4拍形容詞
4拍形容詞は3語のみであるのでその結果を示すだけにする。
○●○危ない、苦しい、涼しい
「危ない」はアブネーとの発音も聞かれた。
2.2.4大杉谷川流域における2拍名詞のアクセント体系とその分布
昨年度言語地理学的分布調査を終えた大杉谷川流域の8地点のうち、加藤和夫（1997）ですでに報告
した大杉中町を含めた7地点について､昨年度の調査語の範囲で明らかになった2拍名詞のアクセント
体系を、分布地図とあわせて報告しておく。
表4大杉中町表3大杉本町
＊加藤和夫(1997)を参照。＊右の大杉中町に同じ。
表6上り江表5赤瀬
*例外としては鼻(IW)・胸(IIW)・池(IIIW)で
○●△，●○△の両形が聞かれ､花(IIIW)が○
●▲となる。
*例外としては、池(IIIW)が
○●▲、熊(IIIW)力欝●○△熊(I IW)力欝●○△となる。
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1V
1W
○●，○●▲
1N
II
IIIN
●○，●○△
IIIW
○①，○●△
1V
1W
○●，○●▲
1N
II
ⅢN
●○，●○△
IIIW
V ○④，○●△
1W???
○●，○●△
1N???
●○，●○△
??
○●，○●▲
1W???
○●，○●△
(○○）
1N???
●○，●○△
??
○●，○●▲
表7瀬領
表8波佐谷
*例外としては柿(IN)・川
(IIW)カゴ○●▲となる。こ
の結果は、周辺の赤瀬～長
谷に見られるタイプが1．
II．III類の語末母音の広狭
による区別をなくして、頭
高型にまとまった結果とみ
ることができる。
表9長谷
◎IV･IW/IN･II･IIIN/IIIW
UIW･IIW･IIIN/IN･IIN･IIIN/IV･V
巳Ⅲ･II･III/IV･V
*例外としては鼻(IW)・花
(IIIW)が●○△、雨(VW)･
秋(VN)が○●△となる。
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項
目
2拍名詞のアクセント体系
●
･ー
一一
大杉谷川流域方言地図1996
1W???
○●，○●△
1N???
●○，●○△
??
○●，○●▲
I
II
II
●○，●○△
??
○●，○●▲
1W???
○●，○●△
(○①）
1N???
●○，●○△
??
○●，○●▲
23文法
ここでは、尾小屋町における動詞・形容詞を中心とした用言の活用調査や助詞の調査等、一連の体
系調査の結果と､同じく尾小屋町の方言基礎語彙調査資料等に見られる文法に関する事象を報告する。
2.3.1動詞の種類と活用
まず最初に、尾小屋町方言の動詞の活用表を表10に示す。この活用表は今回の調査で確認できた範
囲で作成したもので、今後の調査によって補われる部分もあるかもしれないｶざ、その概略は示し得た
と考えている。
表10の接続形式に含まれる助詞・助動詞等の詳しい意味・用法については、後述の「2.3.3助詞」
「2.3.4助動詞｣を参照されたい。なお、この活用表は前稿に載せた大杉町方言の動詞の活用表と同
じく、いわゆる学校文法的な仮名書きの活用表ではない。なぜなら、仮名書きでは共通語も含めて動
詞の活用の正しいありさま（特に活用語幹と活用語尾の区別）を表わし得ないためである。こうした
書き方によって、五段動詞が子音語幹で後接形式によって活用語尾（活用形）がa、i、u(m)、e、
oと変化する動詞（強変化動詞）であること、一段動詞が母音語幹で後接形式によって活用語尾がゼ
ロの場合とru,rjaなどが付加する場合がある動詞（弱変化動詞）であること、サ変・力変動詞はその
両タイプの混合型であることがあらためて確認できるはずである。
表中、語幹の（）の部分は、活用形により活用語尾の（）内の形と交替することを表わしてい
る。また、活用語尾の欄のめは語尾が何も付かない（ゼロである）こと、斜線（／）はその部分に相当
する形が存在しないこと、Nは撰音（ン）に、Qは促音（シ）に、Eは長音になることを示している。
なお、語幹の一部に見られる「'」はそれｶざ子音相当部分であることを表わしている。
では、表10の活用形の第1形から第10形の順に、まず五段活用動詞「書く」の場合の各活用形とそ
の後接形式について記述する
・第1形カカスワ（書かせるよく使役＞)、カカレテシモータ（書かれてしまったく受身＞)、カ
カッシャッタ・カカシタ（お書きになったく尊敬＞）など。
．第2形カカン(書かないく否定＞)、カカンカ(書かないかく勧誘＞)、カカント（書かないで)、
カカンデモエー(書かなくてもいい)、カカンダ(書かなかったく否定過去＞)、カカンナン(書
かなければならない）など。
・第3形カキタイナー（書きたいなあく希望＞)、カキダス（書き始める)、カキナカ°ラ（書きな
がら)､カキサエシリャー（書きさえすれば）など。
・第4形カイタ（書いたく過去・完了＞)、カイテシモータ（書いてしまった)、カイトル（書い
ているく継続・結果＞)、カイタラ（書いたらく仮定＞)、カイタリ（書いたり）など。「出す」
など、いわゆるサ行五段動詞の第4形には、動詞によりダイタ（出した）のようにイ音便化す
るものと、オシタ（押した）のようにイ音便化しないものがある。今回の調査結果から見る限
りでは、「出す」以外にイ音便化が確かめられたものは、ホイタ（干した)、サイダ（挿した)、
モヤイタ（燃やした)、オトイタ（落とした)、カクイタ（隠した)、ハズイタ（外した)、コボ
イタ（こぼした)、コワイタ（壊した)、ワタイタ（渡した)、ハナイタ（話した・離した)、ア
カイタ（明かした)、バライタ（ばらした）があり、「押す」以外にイ音便化しないことが確か
められたのは、カシタ（貸した)、タシタ（足した）がある。ただし、イ音便化に関しては当該
方言でも60歳代の話者になると、上記の「出す」～｢ばらす」が例外なくイ音便化する話者、
それらも「押す」「貸す」「足す」同様にイ音便化しなくなっている（共通語化が進行している）
話者、そしてイ音便化するはずの語のうち一部がイ音便化せず共通語化に向かってゆれている
12



















































































